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今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

浅

沼

敬

子

は
じ
め
に

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
を
論
じ
る
本
稿
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。
一
つ
は
、
今
井
の
⽛
ヴ
ィ
デ
オ

ア
ー
ト
⽜
に
括
ら
れ
る
作
品
群
の
特
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
的
に
知
ら
れ
る
戦
後
日
本
の
美
術
家
グ
ル
ー
プ
・
具
体
美
術
協

会
の
最
終
世
代
を
代
表
す
る
芸
術
家
と
し
て
、
あ
る
い
は
一
九
八
〇
～
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
を
席
巻
し
て
い
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト

の
理
論
的
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
今
井
祝
雄
は
、
日
本
の
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
／
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
文
脈
で
必
ず
そ
の
名
が
挙
が
る
存

在
で
も
あ
る
。
本
稿
で
し
ば
し
ば
参
照
す
る
大
日
方
欣
一
の
⽝
タ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
⽞（
二
〇
一
五
年
／
水
声
社
）
は
、
従
来
部
分
的
に

し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
今
井
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
を
網
羅
的
に
収
録
し
た
点
で
画
期
的
だ
っ
た
が
、
作
品
の
包
括
的

紹
介
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
個
別
作
品
の
詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。
本
稿
第
一
部
の
目
的
は
、
大
日
方
本
の
こ
の
点
を
補
足

10.14943/bgsl.152.r1 北大文学研究科紀要 152 （2017）

─ 1─



す
る
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
目
的
は
、
今
井
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今
井
作
品
を
含
め
、
ひ
ろ
く
一

九
六
〇
─
一
九
八
〇
年
代
の
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
作
品
の
美
術
と
の
近
接
性
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
目
的

は
、
当
然
本
稿
だ
け
で
完
遂
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
な
る
調
査
を
必
要
と
す
る
。
日
本
の
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
研
究
で
知
ら
れ
る
阪
本

裕
文
は
、
初
期
の
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
史
を
概
説
し
た
文
章
の
一
節
を
⽛
美
術
家
に
よ
る
映
像
⽜
に
あ
て
、
中
原
佑
介
の
文
章
を
引
用
し
つ

つ
、
一
九
七
〇
年
代
の
関
西
の
美
術
家
た
ち
の
映
像
表
現
の
特
異
性
を
指
摘
し
た⚑
。
彼
ら
の
共
通
特
性
を
⽛
も
の
と
人
間
の
眼
の
固
定
し

難
い
関
係
⽜
に
見
る
中
原
の
指
摘
は
、
中
原
企
画
の
《
人
間
と
物
質
》
展
（
一
九
七
〇
年
）
を
髣
髴
と
さ
せ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
他
の

映
画
・
映
像
作
家
と
は
異
な
っ
た
方
向
性
を
持
つ
一
群
の
⽛
映
像
⽜
作
家
が
、
と
り
わ
け
一
九
六
〇
─
八
〇
年
代
の
関
西
に
生
れ
た
こ
と

が
当
時
意
識
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
主
た
る
関
心
は
、
新
し
い
視
覚
体
験
を
も
た
ら
す
こ
と
に
は
な
く
、
ま
た
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
も
な
か
っ
た
。
中
原
／
阪
本
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
が
人
間
と
も
の
と
の
関

係
性
を
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
検
証
し
よ
う
と
し
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
は
高
松
次
郎
や
李
禹
煥
の
よ
う
に
既
存
の
物
体
に
訴

え
、
と
き
に
そ
れ
ら
と
人
為
的
記
号
を
対
置
さ
せ
る
方
法
に
飽
き
足
ら
ず
、
大
き
く
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の
必
然
性
を
、

個
別
の
例
を
通
じ
て
考
察
す
る
の
が
執
筆
者
の
目
論
見
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
一
環
と
い
え
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
今
井
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
は
、
身
体
的
介
入
・
物
理
的
接
触
と
い
う
側
面
を
強
く
持

ち
つ
つ
も
、
そ
の
接
触
に
よ
っ
て
非
物
理
的
な
時
間
の
存
在
を
示
唆
す
る
と
い
う
特
質
を
持
つ
。
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
あ
り
の
ま

ま
の
物
質
を
人
間
が
歪
め
て
捉
え
て
き
た
と
い
う
李
的
、
あ
る
い
は
事
物
の
時
空
に
お
け
る
現
存
に
着
目
し
た
高
松
的
な
思
考
法
で
は
十

分
に
説
明
し
得
な
い
時
間
と
い
う
視
点
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
こ
そ
時
間
の
い
わ
ば
空
間
的
⽛
痕
跡
⽜
な
の
だ
と
い
う
視
点
で
は
な
い
か
と
思

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て
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わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
部
で
今
井
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
作
品
の
⽛
痕
跡
⽜
的
性
質
を
指
摘
し
、
第
二
部
で
は
、
今
井
の
文
字
作
品
を
参
照
し
つ

つ
、
そ
れ
が
何
の
⽛
痕
跡
⽜
で
あ
る
か
を
論
じ
る
。
そ
の
分
析
を
通
じ
て
、
今
井
作
品
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
が
⽛
わ
た
し
⽜（
人
間
主

体
）
に
よ
る
世
界
把
握
で
は
な
く
、
そ
の
⽛
わ
た
し
⽜
を
変
容
さ
せ
て
い
く
時
間
経
過
の
記
録
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
彼
に
と
っ
て
の

映
像
メ
デ
ィ
ア
の
意
義
を
指
摘
し
た
い
。

⚑
、
今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
作
品
群

今
井
祝
雄
は
現
在
す
で
に
世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
芸
術
家
と
い
え
る
が
、
最
初
期
の
頃
か
ら
彼
が
各
時
代
に
生
み
出
し
て
き
た
多
様
な

作
品
群
に
は
そ
れ
ぞ
れ
国
際
的
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
市
立
工
芸
高
校
時
代
に
開
い
た
初
個
展
《
一

七
歳
の
証
言
》（
一
九
六
四
年
）
で
吉
原
治
良
に
見
出
さ
れ
た
今
井
は
、
吉
原
率
い
る
具
体
美
術
協
会
の
最
年
少
会
員
と
し
て
美
術
家
と
し

て
の
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
《
一
七
歳
の
証
言
》
展
の
出
品
作
に
は
、
新
聞
紙
を
貼
っ
た
パ
ネ
ル
上
に
数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
吹

き
つ
け
た
⽝
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
-⚒
⽞（
一
九
六
三
年
）
や
、
今
井
が
特
に
具
体
美
術
協
会
で
の
活
動
期
に
繰
り
返
し
制
作
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

白
い
レ
リ
ー
フ
状
の
作
品
等
が
展
示
さ
れ
た
（
今
井
は
具
体
美
術
協
会
で
⽛
白
の
今
井
⽜
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
、
独
特
の
表
面
を
持
つ
白
の

半
立
体
作
品
を
多
作
し
た
）。
前
者
の
作
品
グ
ル
ー
プ
は
、新
聞
紙
や
木
材
、数
字
・
文
字
の
使
用
と
い
う
そ
の
形
状
が
ア
メ
リ
カ
の
ネ
オ
・

ダ
ダ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
彷
彿
と
さ
せ
、
後
者
の
作
品
群
は
、
同
じ
く
白
を
多
用
し
つ
つ
絵
画
表
面
の
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
追
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
エ
ン
リ
コ
・
カ
ス
テ
ラ
ー
ニ
ら
の
作
品
群
を
思
わ
せ
る⚒
。
以
後
、
夥
し
い
数
と
種
類
の
作
品
群
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を
生
み
出
し
て
い
く
今
井
が
、
写
真
や
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
使
っ
た
⽛
映
像
⽜
作
品
の
制
作
を
は
じ
め
た
の
は
、
先
駆
的
な
例
を
含

め
れ
ば
、
一
九
六
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
井
の
映
像
作
品
を
調
査
し
た
大
日
方
欣
一
は
、
留
保
を
加
え
つ
つ
も
、
一
九
五
〇
年
代
か

ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
具
体
美
術
協
会
時
代
に
つ
づ
く
一
九
七
〇
～
一
九
八
〇
年
代
の
今
井
の
活
動
を
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
し
た

⽛
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
⽜の
時
代
に
分
類
し
て
い
る⚓
。
毎
日
自
分
の
顔
写
真
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
で
撮
影
・
印
画
す
る⽝
デ
イ
リ
ー
・
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
⽞
シ
リ
ー
ズ
（
一
九
七
九
年
開
始
）
の
よ
う
に
同
時
期
以
降
も
継
続
さ
れ
た
映
像
作
品
シ
リ
ー
ズ
は
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
で
も

取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
近
年
の
今
井
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

は
再
現
的
性
格
も
あ
り
、
映
像
機
材
の
変
化
や
作
家
自
身
の
関
心
の
変
化
に
よ
っ
て⚔
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
今
井
は
映
像
よ
り
も
む
し

ろ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
に
軸
足
を
移
し
て
い
く
。
以
下
、
本
稿
の
第
一
部
で
は
、
今
井
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
（
フ
ィ
ル
ム
、
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー

プ
、
ヴ
ィ
デ
オ
デ
ッ
キ
や
テ
レ
ビ
の
モ
ニ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
な
ど
）
を
用
い
た
作
品
群
を
暫
定
的
に
そ
の
媒
体
に
よ
っ
て
三

つ
の
系
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
作
例
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
な
か
で
、
今
井
の
⽛
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
⽜
作
品
の
特
質
を
指
摘

し
た
い
。

⚑
-⚑
、
動
画
用
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
た
作
品
群
よ
り

今
井
に
よ
る
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
は
、
大
日
方
も
記
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
六
六
年
に
遡
る
。
一
九
六
六
年
、
今
井
は
、
電
動
で
動

く
白
の
ラ
バ
ー
表
面
に
大
辻
清
司
、
東
松
照
明
、
奈
良
原
一
高
の
写
真
ス
ラ
イ
ド
を
順
に
投
影
し
て
い
く
⽝
白
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
⽞
を
発
表

し
た
。
本
作
は
、
厳
密
に
は
今
井
の
立
体
作
品
と
写
真
家
と
の
コ
ラ
ボ
で
あ
り
、
今
井
自
身
が
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
扱
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
立
体
作
品
の
白
い
表
面
を
波
打
た
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
⽛
影
⽜
像
と
、
そ
の
上
に
映
し
出
さ
れ
る
写
像
の
協
働
に
対
す
る
作
家
の

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て
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関
心
を
示
す
。
今
井
に
よ
る
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
は
次
の
一
九
六
七
年
、
第
一
回
草
月
実
験
映
画
祭
と
、
松
本
正
司
に
誘
わ
れ
る
か
た

ち
で
参
加
し
た
と
い
う
映
像
展
《
フ
ィ
ル
ム
ʼ67
》
で
、
一
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
一
コ
マ
一
コ
マ
に
穴
を
開
け
て
上
映
し
た
⽝
円
⽞
が

最
初
で
あ
る
。
今
井
の
関
心
は
、
当
時
関
西
の
美
術
界
を
席
巻
し
て
い
た
八
ミ
リ
・
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
像
や
視
覚
効
果
を
生
み
出
す
⽛
支

持
体
⽜
と
し
て
の
フ
ィ
ル
ム
に
向
け
ら
れ
た
（
今
井
の
⽛
支
持
体
⽜、
物
質
と
し
て
の
フ
ィ
ル
ム
に
対
す
る
関
心
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半

期
に
は
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
に
か
た
ち
を
変
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
）。

既
述
の
よ
う
に
⽝
円
⽞
は
、
光
を
通
さ
な
い
ク
ロ
ミ
の
一
六
ミ
リ
・
フ
ィ
ル
ム
の
各
コ
マ
に
穴
を
開
け
て
投
影
し
て
い
る
た
め
、
観
客

が
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
見
る
の
は
、
黒
に
縁
ど
ら
れ
た
円
形
の
白
い
ス
ク
リ
ー
ン
面
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
に
よ
る
パ
ン
チ
ン
グ
（
穴
あ

け
作
業
）
を
経
て
、
映
写
機
に
よ
っ
て
フ
ィ
ル
ム
が
送
ら
れ
る
た
め
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
円
は
激
し
く
動
く
。
大
日
方
が
書
く
よ
う
に
、

今
井
の
師
で
あ
っ
た
吉
原
治
良
の
円
作
品
へ
の
応
答
と
い
う
側
面
を
持
つ
本
作
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
白
い
表
面
に
注
意
を
向
け
た
点
で
従

来
の
白
の
レ
リ
ー
フ
作
品
の
特
質
を
継
承
し
、
な
お
か
つ
映
画
の
物
質
的
基
盤
（
フ
ィ
ル
ム
と
ス
ク
リ
ー
ン
）
を
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、

翻
っ
て
映
画
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
的
性
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
、
批
判
的
性
質
を
内
包
す
る
作
品
で
も
あ
っ
た
。
素
材
／
物
質

に
こ
だ
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
巷
間
に
流
布
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
虚
構
性
を
批
判
的
に
暴
露
す
る
傾
向
は
、
今
井
の
映
像
作
品
に
一
貫
す
る
性

質
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
井
の
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
た
作
品
群
に
は
、⽝
映
像
の
か
け
ら
⽞（
一
九
七
三
年
、
写
真
作
品
）【
図
⚑
】
や
⽝
切
断
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
⽞

（
一
九
七
二
年
）、⽝
ジ
ョ
イ
ン
テ
ッ
ド
・
フ
ィ
ル
ム
⽞（
一
九
七
三
年
、
一
九
七
四
年
：
い
ず
れ
も
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
）【
図
⚒
】
等
が
含
ま
れ
る
。⽝
映
像
の
か
け
ら
⽞（
一
九
七
三
年
）
は
、
テ
レ
ビ
局
が
廃
棄
し
た
一
六
ミ
リ
動
画
フ
ィ
ル
ム
の

断
片
を
、
直
接
紙
に
印
画
し
た
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
に
⽛
刻
印
⽜
さ
れ
た
被
撮
影
者
／
被
撮
影
物
は
、
上
映
す
る
機
材
と
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意
思
さ
え
あ
れ
ば
時
間
を
伴
っ
て
再
現
さ
れ
得
る
が
、
本
作
で
は
フ
ィ
ル
ム
が
さ
ら
に
印

画
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
被
撮
影
像
そ
れ
自
体
は
少
な
く
と
も
動
画
と
し
て
は
再
現
さ
れ
ず

（
静
止
画
と
し
て
は
再
現
さ
れ
る
）、
フ
ィ
ル
ム
の
物
質
性
と
、
長
さ
が
示
唆
す
る
時
間
が

強
調
さ
れ
る
。⽝
切
断
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
⽞（
一
九
七
二
年
）、⽝
ジ
ョ
イ
ン
テ
ッ
ド
・
フ
ィ

ル
ム
⽞（
一
九
七
三
、
一
九
七
四
年
）
は
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
べ
き
作
品
群
で
、
い
ず
れ
も
テ

レ
ビ
局
が
撮
影
に
使
用
し
な
が
ら
実
際
の
番
組
制
作
に
あ
た
っ
て
削
除
・
廃
棄
し
た
一
六

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
大
量
に
も
ら
い
受
け
、
会
場
設
置
型
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と

し
て
発
表
さ
れ
た
。⽝
切
断
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
⽞
で
は
、
一
六
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
を
さ
ら
に
切
り
刻
ん
で
展
覧
会
会
場
（
京
都
市
美
術
館
）
の
床
に

ま
き
散
ら
し
、一
部
を
ス
ラ
イ
ド
マ
ウ
ン
ト
に
挟
ん
で
壁
に
映
写
し
た
。

⽝
ジ
ョ
イ
ン
テ
ッ
ド
・
フ
ィ
ル
ム
⽞（
一
九
七
三
年
版
）
で
は
、⽝
切
断
さ

れ
た
フ
ィ
ル
ム
⽞
で
切
り
刻
ま
れ
て
観
客
に
踏
み
つ
け
ら
れ
た
フ
ィ
ル

ム
片
を
繋
ぎ
、
会
場
（
京
都
市
美
術
館
）
内
で
上
映
し
た
。
フ
ィ
ル
ム

を
切
り
刻
み
、
会
場
の
床
に
ば
ら
撒
く
行
為
は
、
フ
ィ
ル
ム
の
物
質
性

を
視
覚
的
・
空
間
的
に
示
す
。
そ
し
て
観
客
は
自
ら
の
足
で
そ
れ
ら
を

踏
み
つ
け
る
こ
と
で
身
体
的
に
そ
の
物
質
と
接
触
し
、
映
写
・
再
生
さ

れ
る
像
の
生
成
に
介
入
す
る
の
で
あ
る
。
見
慣
れ
た
有
名
人
を
含
め
目

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 6── 7─

【図⚑】⽝映像のかけら⽞
（1973 年、フォトグラム）

【図⚒】⽝ジョインテッド・フィルム⽞
（1973 年、インスタレーション）
京都市美術館

※All photos included in this paper©Norio Imai, Courtesy of Yumiko Chiba Associates



の
前
に
登
場
す
る
映
像
の
物
質
性
を
確
認
す
る
行
為
は
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
体
験
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
九
七
〇
─
八
〇
年
代
の
今
井
に
は
、
テ
レ
ビ
の
放
映
に
⽛
介
入
⽜
し
よ
う
と
す
る
作
品
群
が
少
な
く
な
い
。
直
接
的
に
フ
ィ
ル
ム
を

扱
っ
た
作
品
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、本
節
の
補
填
と
し
て
、一
九
七
〇
年
代
の
作
品
か
ら⽝
一
〇
時
五
分
⽞（
一
九
七
二
年
、オ
ブ
ジ
ェ

作
品
）【
図
⚓
】
と
⽝
T
heBraun
T
ube⽞（
一
九
七
四
年
、
ヴ
ィ
デ
オ
に
よ
る
動
画
作
品
）
の
二
点
を
挙
げ
よ
う
。⽝
一
〇
時
五
分
⽞
は
、

壊
れ
た
テ
レ
ビ
受
像
機
を
解
体
し
て
取
り
外
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
、
以
前
に
撮
っ
た
テ
レ
ビ
画
像
の
ス
テ
ィ
ル
写
真
を
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
で
刷
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
で
あ
る
。
今
井
は
、朝
の
一
定
時
刻
の
テ
レ
ビ
画
面
を
一
週
間
毎
日
撮
影
し
た⽝
GO
O
D
M
O
RN
IN
G/9:04⽞

シ
リ
ー
ズ
（
一
九
七
〇
年
、
写
真
作
品
）
の
よ
う
に
、
時
刻
表
示
の
あ
る
テ
レ
ビ
画
像
を
好
ん
で
撮
影
し
て
い
る
。⽝
一
〇
時
五
分
⽞
で
も

被
写
体
の
テ
レ
ビ
画
面
に
表
示
さ
れ
た
時
刻
が
撮
影
さ
れ
た
こ
と
で
、
文
字
通
り

物
質
と
し
て
、
テ
レ
ビ
画
面
に
貼
り
つ
い
て
い
る
像
が
流
れ
去
っ
た
特
定
の
時
間

と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
今
井
自
身
本
作
を⽛
映
像
の
化
石
⽜

と
評
す
る
よ
う
に⚕
、
湾
曲
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
表
面
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
プ
レ
ス
し

た
た
め
画
像
の
一
部
が
欠
け
落
ち
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
一
部
と
い
う
物
質
性
も
相

ま
っ
て
、
時
間
経
過
を
視
覚
的
・
触
覚
的
・
空
間
的
に
認
識
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

今
井
が
ヴ
ィ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
最
初
の
作
品
と
さ
れ
る
⽝
T
he
Braun

T
ube⽞（
一
九
七
四
年
）
は
、
テ
レ
ビ
画
面
に
流
れ
る
映
像
を
、
そ
こ
に
映
り
込
む

観
者
や
そ
の
周
辺
環
境
と
と
も
に
撮
影
し
た
動
画
作
品
で
あ
る
。⽝
一
〇
時
五
分
⽞

で
は
テ
レ
ビ
の
受
像
機
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
モ
ニ
タ
ー
そ
の
も
の
を
切
り
離
し
て
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【図⚓】⽝10 時 05 分⽞
（1972 年、ブラウン管にスクリーンプリント）



提
示
し
て
い
る
た
め
、
界
面
の
厚
み
・
重
量
感
が
否
応
な
く
強
調
さ
れ
る
。⽝
T
he
Braun
T
ube⽞
で
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
面
に
映
り
込
ん

だ
人
物
や
周
辺
を
撮
影
し
て
い
る
た
め
、
受
像
機
の
物
質
性
、
そ
し
て
空
間
性
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
に
お
い
て
、
今
井
の
関

心
が
テ
レ
ビ
の
放
映
内
容
のㅡ

みㅡ

に
向
か
っ
て
い
な
い
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
映
像
は
観
る
人
の
目
を
惹
き
つ
け
、

そ
の
放
映
内
容
へ
と
引
き
込
も
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
今
井
は
身
体
的
、
空
間
的
介
入
を
試
み
る
。
こ
れ
を
作
家
自
身
の
位

置
確
認
、
自
己
確
認
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
執
筆
者
は
、
今
井
が
こ
れ
以
外
の
テ
レ
ビ
を
撮
影
し
た
作
品
で
執
拗
に
時

間
を
追
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
今
井
が
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
が
現
出
さ
せ
る
時ㅡ

間ㅡ

をㅡ

、
モ
ニ
タ
ー
と
見
る
側
の
存
在
の
強
調
に

よ
っ
て
、
身
体
的
、
空
間
的
に
把
握
す
る
た
め
の
行
為
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
あ
る
い
は
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
非

物
質
的
な
時
間
が
身
体
的
介
入
に
よ
っ
て
物
質
化
し
た
痕
跡
を
作
品
化
し
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

⚑
-⚒
、
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
を
使
っ
た
作
品
よ
り

前
節
で
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
今
井
の
フ
ィ
ル
ム
使
用
を
、
後
の
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
使
用
の
先
駆
と
位
置
づ
け
た
。
今
井
が
ヴ
ィ
デ

オ
を
用
い
た
の
は
既
述
の
一
九
七
四
年
の
⽝
T
he
Braun
T
ube⽞
が
最
初
と
さ
れ
る
が
、⽛
た
と
え
薄
っ
ぺ
ら
で
あ
っ
て
も
紛
れ
も
な
い

物
質
で
あ
る
⽜⚖

ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
も
ま
た
、
今
井
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
素
材
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
と
同
様
細
長
い
⽛
巻

物
⽜
形
式
の
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
今
井
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
⽛
時
間
の
帯
⽜⽛
時
間
の
巻
尺
⽜⚗

と
し
て
、
時
間
の
流
れ
を
物
質
化
・
空
間

化
し
た
素
材
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
テ
ー
プ
の
長
さ
と
時
間
の
長
さ
を
表
示
し
た
⽝
二

五
分
⽞（
一
九
八
〇
年
）【
図
⚔
】
は
こ
う
し
た
今
井
の
傾
向
を
よ
く
示
す
作
例
と
い
え
よ
う
。
前
節
末
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
井
の
映
像

作
品
は
、
流
れ
去
る
時
間
に
対
す
る
物
質
化
・
空
間
化
に
よ
る
抗
い
と
い
う
側
面
を
持
つ
。
い
う
な
れ
ば
、（
映
）
像
の
生
成
で
は
な
く
時

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 8── 9─



間
の
彫
塑
化
が
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て
今
井
の
映
像
作
品
は
彫
刻
作
品
と
接
近
す
る
。

具
体
美
術
協
会
で
美
術
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
た
今
井
祝
雄
に
と
っ
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
は
表

現
手
段
と
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
も
っ
と
も
、
今
井
本
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
具
体
美
術
協

会
自
体
は
一
九
五
七
年
頃
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ア
ク
シ
ョ
ン
よ
り
も
む
し
ろ
平
面
作
品
に
⽛
回
帰
⽜
す
る
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、
初

期
具
体
の
派
手
な
ア
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム
や
空
中
展
、
舞
台
シ
ョ
ー
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
発
表
活
動
を
期
待
し
て
一
九
六
〇
年
代
に
入
会
し
た
若

手
芸
術
家
た
ち
に
は
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
溜
ま
っ
て
い
た
ら
し
い⚘
）。
た
だ
し
、
今
井
自
身
⽛
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
⽜
を
美
術
用
語
と
し

て
知
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
末
の
こ
と
で
あ
り
、
本
格
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
の
開
始
も
一
九
七
二
年
の
具
体
美
術
協
会
解

散
以
降
と
な
る
。
同
時
期
に
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
扱
っ
て
い
た
今
井
は
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ

た
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
今
井
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
う
ち
、
写
真
を
扱
っ
た
作
品
は
次
節

で
扱
い
、
本
節
で
は
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か

ら
⽝
オ
ン
エ
ア
⽞（
一
九
八
〇
年
初
演
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。

⽝
オ
ン
エ
ア
⽞
は
一
九
八
〇
年
、《
映
像
表
現
ʼ80
》（
京
都
市
美
術
館
）
と
名
古
屋
の
ボ
ッ
ク

ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
二
カ
所
で
行
わ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
で
あ
る
【
図
⚕
】。
会

場
に
は
放
送
中
（
オ
ン
エ
ア
）
状
態
の
テ
レ
ビ
が
一
台
置
か
れ
、
そ
れ
と
向
か
い
合
う
か
た

ち
で
設
置
さ
れ
た
ヴ
ィ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
テ
レ
ビ
の
画
面
を
撮
影
す
る
。
撮
影
中
の
ヴ
ィ
デ
オ

カ
メ
ラ
か
ら
絶
え
ず
生
み
出
さ
れ
る
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
ヴ
ィ
デ
オ
デ
ッ
キ
の
リ
ー
ル
に

巻
き
取
ら
ず
に
、
は
み
出
さ
せ
る
。
そ
の
は
み
出
し
た
テ
ー
プ
を
今
井
が
オ
ン
エ
ア
中
の
テ
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【図⚔】⽝25 分⽞
（1980 年、丸めたヴィデオテープ）



レ
ビ
に
巻
き
つ
け
て
い
く
。
ヴ
ィ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
捉
え
つ
づ
け
る
テ
レ
ビ
の
変
貌
は
、
同
時
に

テ
レ
ビ
の
横
に
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
映
し
出
さ
れ
、
別
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
画

さ
れ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
終
了
後
、
同
時
録
画
し
た
映
像
が
テ
レ
ビ
横
の
モ
ニ
タ
ー
画
面

に
再
現
さ
れ
、黒
い
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
た
結
果
、音
を
出
す
オ
ブ
ジ
ェ

と
化
し
た
テ
レ
ビ
受
像
機
と
対
置
さ
れ
る
。

本
作
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
今
井
の
映
像
作
品
の
特
徴
の
さ
ら
な
る
例
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

今
井
は
、
像
を
記
録
す
る
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
、
放
映
機
材
で
あ
る
テ
レ
ビ
受
像
機
と
い
う
物
質
、

装
置
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中
テ
ー
プ
の
摩
擦
音
は
耳
障
り
な
ほ
ど
強

調
さ
れ
、
テ
レ
ビ
受
像
機
は
オ
ブ
ジ
ェ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
に
い
っ
た
ん
横
倒

し
に
さ
れ
、ま
た
元
の
状
態
に
戻
さ
れ
る
。
は
じ
め
は
Ｔ
Ｖ
番
組
を
放
映
し
て
い
た
受
像
機
は
、

放
映
内
容
、
具
体
的
な
映
像
を
示
さ
な
い
、
い
わ
ば
時
間
の
物
質
的
痕
跡
と
も
い
う
べ
き
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
に
よ
る
⽛
彫
刻
⽜
と
化
す
。

実
際
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
時
間
の
長
さ
は
、
作
家
に
も
観
者
に
も
経
験
的
に
理
解
さ
れ
得
た
。
今
井
は
こ
う

し
て
、
テ
レ
ビ
放
映
を
時
間
の
オ
ブ
ジ
ェ
化
、
空
間
化
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

⚑
-⚓
、
写
真
作
品
─
時
間
の
視
覚
化
、
物
象
化

前
節
ま
で
フ
ィ
ル
ム
、
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
と
い
っ
た
媒
体
に
よ
っ
て
今
井
の
映
像
作
品
を
分
類
し
て
き
た
が
、
本
来
今
井
は
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
て
活
動
す
る
芸
術
家
で
あ
り
、
媒
体
に
よ
る
分
類
は
便
宜
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
例
え
ば
⽛
⚑
-⚑
⽜
で

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 10 ── 11 ─

【図⚕】⽝オンエア⽞
（1980 年、パフォーマンス／動画（ヴィデオ））



扱
っ
た
⽝
映
像
の
か
け
ら
⽞（
一
九
七
三
年
）
は
フ
ィ
ル
ム
を
写
し
た
ス
テ
ィ
ル
写
真
作
品
で
あ
り
、⽝
一
〇
時
五
分
⽞（
一
九
七
二
年
）
は

ス
テ
ィ
ル
写
真
を
も
と
に
し
た
版
画
・
立
体
作
品
で
あ
る
か
ら
、
分
類
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ル
ム
、
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
と
い

う
、
動
き
と
時
間
を
伴
う
表
現
媒
体
─
い
ず
れ
も
切
り
取
れ
ば
ス
テ
ィ
ル
写
真
と
な
る
わ
け
だ
が
─
を
扱
っ
た
作
品
を
取
り
上
げ
る

こ
と
で
、
今
井
が
流
れ
去
る
時
間
の
物
象
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
指
摘
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
今
井
が
繰
り
返
し
テ
レ
ビ
放
映

を
、
し
か
も
し
ば
し
ば
時
刻
表
示
の
あ
る
放
映
画
面
を
取
り
上
げ
た
の
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
知
覚
し
得
な
い
ま
ま
に
流
れ
去
っ
て
い

く
時
間
を
視
覚
化
、
知
覚
可
能
な
も
の
に
す
る
好
適
な
⽛
素
材
⽜
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
九
七
〇
─
八
〇
年
代
の
今
井
は
、
ス
テ
ィ
ル
写
真
作
品
、
あ
る
い
は
ス
テ
ィ
ル
写
真
を
取
り
入
れ
た
作
品
に
よ
っ
て
、
そ
の
最
も
印

象
的
な
作
品
群
を
生
み
出
し
て
き
た
。
既
に
見
た
フ
ィ
ル
ム
や
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
を
用
い
た
作
品
群
に
お
い
て
、
既
に
今
井
が
時
間
の
物

象
化
、
空
間
化
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
ス
テ
ィ
ル
写
真
作
品
は
彼
の
こ
う
し
た
試
み
を
明
快
に
例
証
す
る
。
一
九
七

〇
年
代
初
頭
の
作
品
か
ら
数
点
を
挙
げ
よ
う
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ン
グ
⽝
草
の
上
の
四
角
形
⽞（
一
九
六
七
年
）
の
よ
う
な
歩
行
跡
記
録
写
真
や
ロ
バ
ー
ト
・
ス
ミ
ッ
ソ
ン
の
⽝
ユ
カ
タ

ン
で
の
鏡
の
転
置
⽞（
一
九
六
九
年
）
等
の
ガ
ラ
ス
設
置
作
品
を
思
わ
せ
る
⽝
SQ
U
A
RE-GLA
SS/GRA
SS⽞（
一
九
七
〇
年
）
は
、
草
地

の
上
に
置
か
れ
た
ガ
ラ
ス
板
を
撮
影
し
た
（
だ
け
の
）
連
作
で
あ
る
【
図
⚖
】。
厚
み
を
持
っ
た
四
角
い
ガ
ラ
ス
が
、
そ
の
重
み
で
草
地
に

痕
跡
を
残
す
。
草
の
放
つ
水
蒸
気
で
表
面
の
曇
っ
た
ガ
ラ
ス
面
も
あ
れ
ば
、
ガ
ラ
ス
の
輪
郭
線
が
な
け
れ
ば
圧
し
潰
さ
れ
た
草
地
に
し
か

見
え
な
い
透
明
ガ
ラ
ス
面
も
あ
る
。
本
作
の
興
味
深
い
点
は
、
草
地
に
置
か
れ
た
ガ
ラ
ス
面
が
曇
る
ま
で
の
時
間
経
過
を
観
る
者
に
想
像

さ
せ
る
と
と
も
に
、
ガ
ラ
ス
に
よ
っ
て
圧
し
潰
さ
れ
た
草
の
強
調
に
よ
っ
て
、
ガ
ラ
ス
と
草
の
接
触
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
う
。
蒸
気
に
よ
っ
て
曇
っ
た
ガ
ラ
ス
は
鏡
面
と
化
し
、
空
を
含
め
周
辺
環
境
を
反
映
す
る
可
能
性
も
残
す
が
、
本
作
で
は
鏡
面

─ 10 ─
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に
映
し
出
さ
れ
る
像
よ
り
は
む
し
ろ
、
草
と
の

接
触
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
ガ
ラ
ス
面
の
変

化
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
繰
り
返
せ
ば
、
像
を
生
み
出
し
得
る
物
理

的
接
触
、
そ
し
て
ガ
ラ
ス
面
の
変
化
が
物
語
る

時
間
経
過
─
ガ
ラ
ス
面
に
付
着
し
た
水
蒸
気

は
触
知
可
能
な
水
に
変
化
し
て
ガ
ラ
ス
面
に
さ

ら
な
る
変
化
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
─
に
対
す

る
今
井
の
関
心
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
井
自
身
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
自
身
の
時

間
に
対
す
る
関
心
が
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
も
の
と
語
っ
て
い
る
。
今
井
が
物
質
の
接
触
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
こ
と
は
、
物
質
に
白
い
布
を
被
せ
た
最
初
期
の
白
の
作
品
シ
リ
ー
ズ
で
既
に
確
認
で
き
る
が
、
一
九
六
六
年
の
⽝
白
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
⽞

は
、
そ
の
接
触
面
が
さ
ら
に
映
像
（
写
像
）
と
接
触
す
る
こ
と
で
異
な
っ
た
時
間
の
接
触
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
対
す
る
作
家
の
関
心
を
示

し
た
。
面
は
そ
れ
自
体
動
い
て
い
る
た
め
、
刻
一
刻
と
異
な
っ
た
様
相
を
見
せ
る
が
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
写
真
を
映
写
す
る
こ
と
で
、
異

な
っ
た
素
材
、
異
な
っ
た
時
間
が
出
会
い
、
刹
那
的
な
像
を
生
み
出
し
て
い
く
。
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
接
す
る
こ
と
で
、

今
井
は
人
が
時
間
と
視
覚
的
、
身
体
的
に
⽛
出
会
う
⽜
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
腐
心
し
て
き
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

本
来
写
真
作
品
で
は
な
い
が
、
一
九
七
二
年
八
月
十
日
の
⽝
十
五
時
の
光
⽞
は
、
こ
う
し
た
今
井
の
関
心
を
示
す
装
置
と
い
え
る
。
こ

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 12 ── 13 ─

【図 6-1】⽝SQUARE-GLASS/GRASS⽞
シリーズより

（1970 年、ゼラチンシルバープリント）

【図 6-2】⽝SQUARE-GLASS/GRASS⽞
シリーズより

（1970 年、ゼラチンシルバープリント）



の
日
今
井
は
、
大
阪
・
中
之
島
の
中
央
公
会
堂
前
の
植
込
に
鏡
を
設
置
し
た
。
午
後
三
時
頃
に
は
こ
の
鏡
に
反
射
し
た
太
陽
光
が
公
会
堂

三
階
の
唯
一
開
け
ら
れ
た
窓
を
通
過
し
て
、
二
〇
分
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
同
階
ホ
ー
ル
の
天
井
に
四
角
い
透
過
光
を
映
し
出
し
た
の
で
あ

る
。
光
の
反
射
と
い
う
カ
メ
ラ
の
古
典
的
原
理
を
想
起
さ
せ
る
こ
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
（
装
置
）
は
、
し
か
し
何
ら
か
の
対
象
の
反
映
像
を
強

調
す
る
も
の
で
は
な
い
【
図
⚗
】。
人
々
は
こ
こ
で
、
光
の
反
射
が
伝
え
る
の
が
対
象
の
か
た
ち
で
は
な
く
、
見
て
い
る
⽛
い
ま
の
⽜
時
間

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
今
井
が
、⽝
⚖
／
⚘
拍
子
⽞（
一
九
七
六
年
）
や
⽝
T
W
O
H
EA
RT
BEA
T
S
O
F
M
IN
E⽞

（
一
九
七
六
年
）
の
作
例
で
心
臓
音
を
導
入
し
て
い
る
の
も
、
時
間
を
身
体
的
に
知
覚
す
る
／
さ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
っ
た
と
執
筆
者

は
考
え
る
。

今
井
は
い
く
つ
も
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
写
真
（
特

に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
写
真
）
を
導
入
し

て
い
る
。
一
九
七
八
年
の
⽝
時
間
の
衣
裳
⽞
は
、
着
座

状
態
の
人
物
の
全
身
像
を
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
、
カ
メ
ラ
か
ら
出
て
き
た
写
真
を
、
被
写
体
で
あ
る

も
と
の
人
物
の
身
体
に
貼
り
つ
け
て
い
く
─
人
物
の

身
体
が
徐
々
に
写
真
で
覆
わ
れ
て
い
く
─
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
あ
る
【
図
⚘
】。
二
〇
一
六
年
、
今
井
は
同
作

を
部
分
的
に
⽛
再
現
⽜
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ

た
（《
ラ
イ
ヴ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
の
映
像
⚒
》
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【図 7-1】⽝15 時の光⽞
（1972 年、鏡＋窓＋太陽光のインスタレーション）

【図 7-2】⽝15 時の光⽞
（1972 年、鏡＋窓＋太陽光のインスタレーション）



二
〇
一
六
年
三
月
一
九
日
、
東
京
都
庭
園
美
術
館
）。
ダ
ン
サ
ー
の
汗
で
身

体
に
貼
っ
た
写
真
が
剥
落
し
て
し
ま
い
、
急
き
ょ
写
真
を
壁
に
貼
り
つ
け
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ
っ
た
が
（
今
井
は
全
く
動
じ
ず
に
写
真
を
壁
に
貼
り
つ

け
て
い
っ
た
）、
写
真
や
言
葉
と
い
っ
た
本
来
は
実
体
を
持
た
な
い
存
在
を

身
体
に
⽛
押
し
つ
け
る
⽜
と
い
う
行
為
は
、
今
井
の
好
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⽝
時
間
の
衣
裳
⽞
の
場
合
、
カ
メ
ラ
か
ら
出
て
き
た
写
真
表
面
に
は
何
も
写
っ

て
い
な
い
。
ま
だ
現
像
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
被
撮
影
者
の
像
は
、

ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
が
被
撮
影
者
の
身
体
に
貼
り
つ
け
ら
れ
て
か
ら
徐
々
に
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
像
形
成
に
至
る
無
数
の
時
間
が

一
人
の
人
物
の
身
体
上
に
視
覚
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
今
井
は
そ
の
様
子
を

ヴ
ィ
デ
オ
で
撮
影
・
記
録
し
た
。

本
作
は
、
写
真
が
も
と
の
身
体
（
人
物
）
の
物
理
的
痕
跡
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
明
白
に
示
し
つ
つ
、
実
際
の
身
体
に
写

真
を
貼
り
つ
け
る
こ
と
で
両
者
の
違
い
を
も
強
調
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
本
作
で
執
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
像
形
成
に
か
か
る
時
間
が

視
覚
的
に
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
節
で
は
も
う
一
作
、
今
井
の
時
間
に
対
す
る
関
心
を
伝
え
る
作
品
と
し
て
一
九
七
七
年
の
⽝
時
間
の
風
景
／
阿
倍
野
筋
⽞（
ゼ
ラ
チ
ン

シ
ル
バ
ー
プ
リ
ン
ト
に
一
部
彩
色
し
た
ス
テ
ィ
ル
写
真
作
品
）
を
挙
げ
た
い
【
図
⚙
】。⽝
タ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
⽞
で
大
日
方
が
、⽛
カ
メ

ラ
を
身
体
機
能
の
一
つ
に
組
み
入
れ
る
よ
う
に
⽜
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
（
同
書
四
二
頁
）、
一
九
七
六
年
頃
か
ら
今
井
は
外
出
時
に
カ
メ

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 14 ── 15 ─

【図⚘】⽝時間の衣裳⽞
（1978 年、インスタント写真＋動画（ヴィデオ））



ラ
を
携
行
し
、
角
を
曲
が
る
た
び
に
風
景
を
撮
影
し
た
⽝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
イ
ヴ
ェ
ン
ト
／
曲
が
り
角
の
風
景
⽞（
一
九
七
七
年
）
や
、
赤

信
号
に
出
会
う
度
に
そ
の
光
景
を
撮
影
し
た
⽝
RED
LIGH
T
⽞（
一
九
七
六
─
一
九
七
七
年
）
を
発
表
し
て
い
た
。⽝
時
間
の
風
景
／
阿
倍

野
筋
⽞も
そ
の
系
に
連
な
る
作
例
で
、今
井
に
と
っ
て
馴
染
み
深
い
阿
倍
野
筋
の
横
断
歩
道（
周
辺
）が
被
写
体
で
あ
る
。⽝
RED
LIGH
T
⽞

と
同
じ
く
赤
信
号
で
い
っ
た
ん
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
今
井
は
、
コ
マ
送
り
を
せ
ず
、
定
点
で
青
信
号
に
変
わ
っ
た
後
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
画
面
に
、
赤
信
号
時
の
情
景
と
青
信
号
時
の
情
景
が
写
り
込
む
。
例
え
ば
、
横
断
歩
道
の
向
こ
う
側

に
い
る
女
性
が
、
同
じ
画
面
の
中
で
横
断
歩
道
の
手
前
に
い
る
。
写
真
自
体
は
白
黒
（
セ
ピ
ア
色
）
で
、
そ
の
効
果
で
さ
ら
に
時
間
の
経

過
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
信
号
機
の
表
示
部
は
そ
れ
ぞ
れ
赤
と
青
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
本

来
は
記
録
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
日
常
の
時
間
の
流
れ
が
、
技
術
的
に
は
極
め
て
シ
ン
プ
ル

な
二
重
露
光
の
か
た
ち
で
一
枚
の
写
真
に
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
。
本
作
は
、
本
来
的
に
知

覚
化
さ
れ
得
な
い
時
間
の
流
れ
を
視
覚
化
、
痕
跡
化
す
る
と
い
う
今
井
の
関
心
を
最
も
よ

く
伝
え
る
、
印
象
的
な
作
例
で
あ
る
。

⚒
、
今
井
作
品
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
作
品
に
お
け
る
⽛
時
間
⽜

⚒
-⚑
、
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ク
ラ
ウ
ス
⽛
指
標
論
⽜へ
の
参
照
─
今
井
作
品
の
⽛
痕
跡
⽜
的
性
質

本
稿
の
対
象
は
、今
井
祝
雄
の
い
わ
ゆ
る⽛
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
⽜作
品
─
映
像
メ
デ
ィ

ア
を
使
用
し
た
作
品
群
─
で
あ
る
が
、
映
像
に
傾
倒
し
て
い
く
一
九
六
〇
─
七
〇
年
代
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【図⚙】⽝時間の風景／阿倍野筋⽞
（1977 年、ゼラチンシルバープリントに一部彩色）



の
今
井
は
⽛
彫
刻
⽜
家
と
し
て
も
興
味
深
い
作
品
群
を
残
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
会
場
に
置
い
た
⽝
三
ト
ン

石
⽞（
古
河
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
前
の
緑
地
に
三
ト
ン
の
自
然
石
を
置
い
て
上
か
ら
白
い
ペ
ン
キ
を
注
い
だ
作
品
）、
同
じ
く
万
博
の
み
ど
り

館
の
一
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
壁
と
床
を
取
り
換
え
た
⽝
壁
・
床
①
⽞、
具
体
美
術
協
会
の
展
示
会
場
で
あ
っ
た
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
テ
カ
解
体

を
控
え
た
同
館
の
最
終
展
で
、
二
メ
ー
ト
ル
四
方
の
白
壁
と
黒
い
床
を
同
館
開
館
時
の
白
と
黒
に
塗
り
戻
し
た
⽝
壁
・
床
②
）⽞（
一
九
七

〇
年
）
等
を
挙
げ
た
い
。

今
井
自
身
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
（
一
九
六
〇
年
代
末
）、
今
井
は
関
根
伸
夫
や
李
禹
煥
と
い
っ
た
も
の
派
の
作
家
た
ち
と
知
り

合
っ
た
。
関
東
の
も
の
派
に
限
ら
ず
、
岡
山
を
拠
点
と
し
た
寺
田
武
弘
の
よ
う
な
地
方
の
美
術
家
も
含
め
、
各
地
で
木
や
石
、
土
と
い
っ

た
自
然
素
材
や
、
そ
れ
ら
と
人
間
の
営
為
と
の
関
わ
り
を
問
う
芸
術
行
為
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
少
な
か
ら
ぬ
美
術
家
が
、
大
阪
万

博
前
後
の
科
学
技
術
の
進
展
に
沸
き
立
つ
世
相
に
対
し
て
、
美
術
界
の
潮
目
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
と
い
う
。
今

井
の
場
合
、⽝
三
ト
ン
石
⽞
を
は
じ
め
、
既
存
の
モ
ノ
の
置
換
や
配
置
に
よ
っ
て
制
度
批
判
的
と
も
と
れ
る
作
品
群
を
発
表
し
た
時
期
と
、

映
像
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
し
は
じ
め
た
時
期
が
重
複
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
の
⽛
制
作
⽜
を
放
棄
す
る
点
で
共
通
性
を

持
つ
。
既
述
の
通
り
大
阪
万
博
に
出
品
し
た
⽝
三
ト
ン
石
⽞
は
、
東
大
寺
七
重
塔
の
外
観
を
模
し
た
古
河
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
対
峙
す
る
か

の
よ
う
に
、
置
か
れ
た
。
い
わ
ば
古
代
と
現
代
の
モ
ノ
づ
く
り
日
本
（
技
術
）
を
顕
示
す
る
建
造
物
に
、
今
井
は
建
物
の
⽛
礎
石
⽜、⽛
素

材
⽜
を
比
喩
的
に
示
す
石
そ
の
も
の
を
対
置
さ
せ
た
と
も
い
い
得
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
物
質
的
基
盤
を
示
唆
し
て
そ
れ
に
依
存
す

る
制
度
を
批
判
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
姿
勢
は
、
テ
レ
ビ
や
映
画
と
い
っ
た
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
素
材
を
取
り
上
げ
、
と
き
に
身
体
的
に

介
入
す
る
こ
と
で
像
の
⽛
た
れ
流
し
⽜
状
態
に
抗
っ
た
今
井
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
し
た
作
品
群
に
共
通
す
る
。
加
え
て
、
グ
タ
イ
ピ

ナ
コ
テ
カ
の
壁
と
床
を
塗
り
直
し
た
作
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
と
過
去
の
時
間
を
重
ね
合
わ
せ
る
手
法
も
ま
た
、
今
井
の
映
像
作

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て
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品
と
の
類
似
を
示
す
。

ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ク
ラ
ウ
ス
は
、
一
九
七
〇
年
代
美
術
の
特
質
を
論
じ
た
古
典
的
論
考
⽛
指
標
論

第
二
部
⽜（
一
九
七
七
年
）
で
、
一
九

七
六
年
に
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
P.S.1
で
発
表
さ
れ
た
作
品
群
を
論
じ
た⚙
。⽛
指
標
論

第
一
部
⽜（
一
九
七
六
年
）
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ

ン
の
⽛
鏡
像
段
階
⽜
論
や
ロ
ー
マ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
の
⽛
シ
フ
タ
ー
（
転
換
子
）⽜
の
用
語
を
援
用
し
て
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
作
品
に

お
け
る
自
我
分
裂
的
特
性
を
指
摘
し
た
ク
ラ
ウ
ス
は
、⽛
第
二
部
⽜
で
も
や
は
り
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
の
⽛
シ
フ
タ
ー
（
転
換
子
）⽜
の
用
語
を
用

い
る
が
、
後
論
で
強
調
さ
れ
る
の
は
も
と
の
対
象
と
の
物
理
的
連
続
性
で
あ
る
。⽛
こ
の
⽜⽛
こ
れ
⽜⽛
私
⽜⽛
あ
な
た
⽜
と
い
っ
た
シ
フ
タ
ー

が
、
指
示
対
象
と
結
び
つ
い
て
は
じ
め
て
そ
の
意
味
を
確
定
さ
せ
る
よ
う
に
、
P.S.1
の
ル
ツ
ィ
オ
・
ポ
ッ
ツ
ィ
の
色
塗
り
パ
ネ
ル
は
、
実

際
に
既
存
の
壁
に
設
置
さ
れ
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
。
も
と
の
建
造
物
の
壁
面
を
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
紙
シ
ー
ト
に
う
つ
し
取

り
、
さ
ら
に
そ
の
拓
本
を
向
か
い
の
壁
に
設
置
し
た
と
い
う
ミ
シ
ェ
ル
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
作
品
も
ま
た
、
物
理
的
に
連
続
し
つ
つ
、
も

と
の
壁
面
を
指
示
す
る
。
作
品
が
個
別
に
成
立
す
る
の
で
は
な
く
も
と
の
対
象
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
も
と
の
対
象
と
芸
術
家

の
設
置
物
と
の
間
に
物
理
的
か
つ
意
味
的
連
続
性
が
あ
る
こ
と
を
、
ク
ラ
ウ
ス
は
（
Ｃ
・
Ｓ
・
パ
ー
ス
や
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
を
援
用
し
つ

つ
）⽛
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
⽜＝⽛
写
真
⽜
的
と
述
べ
る
。
そ
し
て
こ
の
⽛
写
真
⽜
的
（⽛
痕
跡
⽜
的
）
性
質
こ
そ
、
一
九
七
〇
年
代
の
抽
象
的
美

術
の
共
通
特
性
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
こ
で
ク
ラ
ウ
ス
に
言
及
す
る
の
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
井
の
大
阪
万
博
に
お
け
る
⽝
壁
・
床
①
⽞
や
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
テ
カ
の

壁
と
床
を
塗
り
変
え
た
⽝
壁
・
床
②
⽞
の
よ
う
な
作
品
群
が
、
時
代
的
感
性
と
も
い
い
得
る
が
、
彼
女
の
指
摘
に
よ
く
合
致
す
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
単
独
で
成
立
す
る
作
品
群
で
は
な
い
（
し
か
も
縮
小
さ
れ
た
平
面
の
作
品
群
で
あ
る
。）。
そ
れ
ら
は
、
色
彩
や
素
材
な

ど
に
よ
っ
て
も
と
の
建
造
物
を
物
質
と
し
て
も
意
味
と
し
て
も
指
示
す
る
こ
と
で
、
作
品
と
し
て
成
立
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
は
、
伝
統
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的
な
写
真
の
手
法
や
機
材
を
使
用
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
ウ
ス
的
に
ま
さ
し
く
⽛
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
⽜
的
、⽛
写
真
⽜
的
作
品

群
と
い
い
得
る
。
そ
し
て
こ
の
⽛
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
⽜
的
性
質
は
、
そ
の
物
理
的
特
性
に
着
目
す
れ
ば
、
前
節
ま
で
に
挙
げ
た
今
井
の
⽛
ヴ
ィ

デ
オ
ア
ー
ト
⽜
作
品
群
の
多
く
に
適
用
で
き
る
。
一
九
七
〇
年
の
⽝
SQ
U
A
RE-GLA
SS/GRA
SS⽞
は
、
ま
さ
に
物
質
（
草
）
と
の
接
触

に
よ
る
ガ
ラ
ス
面
の
変
容
を
記
録
し
た
作
品
で
あ
り
、
一
九
七
二
年
の
⽝
一
〇
時
五
分
⽞
は
、
テ
レ
ビ
放
映
の
撮
影
像
を
、
さ
ら
に
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
転
写
し
た
⽛
痕
跡
⽜
的
作
品
だ
っ
た
。
も
と
の
人
物
を
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
一
九
七

八
年
の
⽝
時
間
の
衣
裳
⽞
は
、
痕
跡
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
痕
跡
が
浮
か
び
上
が
る
過
程
を
ヴ
ィ
デ
オ
で
記
録
し
た
、
痕
跡
化
の
強

調
と
も
い
い
得
る
作
例
で
あ
る
。

⚒
-⚒
、
今
井
作
品
の
⽛
時
間
⽜

前
節
で
は
、
ク
ラ
ウ
ス
の
⽛
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
⽜
概
念
が
今
井
作
品
の
説
明
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
接
触
、
痕
跡
、
物
質
性

は
、
今
井
作
品
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
い
得
る
。
他
方
ク
ラ
ウ
ス
が
、
自
ら
⽛
指
標
論

第
一
部
⽜
の
先
行
論
文
と
し
て
挙
げ
た
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
論
で
⽛
現
在
⽜⽛
一
時
⽜
性
と
い
う
か
た
ち
で
時
間
に
言
及
し
な
が
ら10
、
論
じ
る

対
象
が
異
な
る
と
は
い
え
、
後
続
の
⽛
指
標
論
⽜
で
写
真
、
あ
る
い
は
映
像
に
お
け
る
時
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
点
は
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
今
井
作
品
を
論
じ
る
本
稿
に
お
い
て
、
本
稿
第
一
部
で
詳
述
し
た
よ
う

に
、
今
井
の
映
像
、
写
真
、⽛
彫
刻
⽜
作
品
が
し
ば
し
ば
時
間
を
主
題
と
し
て
き
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
井

の
⽝
映
像
の
か
け
ら
⽞（
一
九
七
三
年
）
は
、
フ
ィ
ル
ム
自
体
を
感
光
＝
ス
キ
ャ
ン
し
た
点
で
、
映
像
の
展
開
で
は
な
く
フ
ィ
ル
ム
の
長
さ

に
視
覚
化
さ
れ
た
時ㅡ

間ㅡ

のㅡ

痕ㅡ

跡ㅡ

化ㅡ

と
い
い
得
る
作
品
だ
っ
た
。
今
井
自
身
⽛
映
像
の
化
石
⽜
と
呼
ぶ
⽝
一
〇
時
五
分
⽞（
一
九
七
二
年
）
は

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て
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特
定
の
時ㅡ

間ㅡ

をㅡ

物ㅡ

象ㅡ

化ㅡ

し
た
作
例
と
い
え
、⽝
二
五
分
⽞（
一
九
八
〇
年
）
は
、
映
像
と
と
も
に
時
間
を
内
包
す
る
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
を
球

体
と
し
て
空
間
化
し
た
作
例
だ
っ
た
。
一
九
七
七
年
の
⽝
時
間
の
風
景
／
阿
倍
野
筋
⽞
は
、
二
重
露
光
に
よ
っ
て
わ
ず
か
な
時ㅡ

間ㅡ

のㅡ

経ㅡ

過ㅡ

を
視
覚
化
し
た
一
連
の
写
真
作
品
で
あ
る
。
写
真
、
映
像
作
品
で
は
な
い
に
せ
よ
、
一
九
七
〇
年
に
解
体
直
前
の
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
テ
カ
の

壁
と
床
を
塗
り
直
し
た
作
品
は
、現
在
の
建
造
物
に
か
つ
て
の
状
態
を
部
分
的
に
再
現
す
る
こ
と
で
、時ㅡ

間ㅡ

経ㅡ

過ㅡ

をㅡ

表ㅡ

しㅡ

たㅡ

イㅡ

ンㅡ

スㅡ

タㅡ

レㅡ

ーㅡ

シㅡ

ョㅡ

ンㅡ

作ㅡ

品ㅡ

と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
今
井
は
、
そ
れ
自
体
知
覚
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
間
を
効
果
的
に
知
覚
す
る
に
あ

た
っ
て
物
質
性
、
身
体
性
に
頼
っ
た
の
で
あ
り
、
特
定
の
像
の
類
似
像
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
知
覚
困

難
な
時
間
が
機
械
や
身
体
に
よ
っ
て
知
覚
可
能
な
仕
方
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
き
の
、
両
者
の
協
働
状
態
を
露
呈
さ
せ
て
い
た
の
だ
と

い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
井
の
写
真
、
映
像
作
品
に
人
物
や
建
物
な
ど
が
写
り
込
む
と
き
、
そ
れ
ら
は
も
と
の
人

物
や
建
物
の
⽛
痕
跡
⽜
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
⽛
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
⽜
と
い
い
得
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
⽛
時
間
⽜
を
指
し
示
す
た

め
の
指
示
代
名
詞
で
し
か
な
い
と
す
れ
ば
、
映
像
は
な
お
も
物
理
的
痕
跡
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。

今
井
は
、
一
九
七
六
年
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
（
写
真
）
シ
リ
ー
ズ
を
手
は
じ
め
に
、
自
己
を
繰
り
返
し
撮
影
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

過
去
の
時
間
の
現
在
へ
の
侵
入
に
よ
っ
て
起
こ
る
自
我
の
一
時
的
分
裂
と
世
界
か
ら
の
退
行
（
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
的
、
自
閉
的
な
傾
向
）
を

一
九
七
〇
年
代
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
の
一
大
特
性
と
み
な
し
た
、
前
出
の
ク
ラ
ウ
ス
の
⽛
ヴ
ィ
デ
オ
⽜
論
を
想
起
さ
せ
る
。
写
真
と
動
画
で

媒
体
は
異
な
る
が
、
二
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
今
井
の
⽝
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
⚐
～
20
歳
⽞（
一
九
七
六
年
、
写
真
＋
ガ
ラ
ス
に
ス
ク
リ
ー
ン
プ

リ
ン
ト
）
は
、
〇
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
撮
影
さ
れ
た
今
井
の
顔
写
真
に
、
制
作
当
時
三
〇
歳
の
今
井
の
顔
を
プ
リ
ン

ト
し
た
ガ
ラ
ス
を
重
ね
た
作
品
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
【
図
10
】。
同
作
が
、
互
い
に
隔
た
っ
た
時
間
の
自
己
像
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
の
に
対

し
て
、⽝
時
間
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
⽞（
一
九
七
九
年
、
写
真
作
品
）
は
、
同
じ
日
の
今
井
を
撮
影
し
た
六
枚
の
連
作
で
あ
る
。
前
者
は
、
今
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井
自
身
⽛
ひ
と
り
の
人
間
の
時
間
の
経
過
⽜11

を
視
覚
化
し
た
作
例
と
語
る
作
品
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
画
面
に
異
な
っ
た
時
間
が
共
存
す
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ス
い
う
と
こ
ろ
の

⽛
崩
壊
し
た
現
在
⽜
を
髣
髴
と
さ
せ
る
が
、
し
か
し
そ
の
平
明
さ
は
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
た
と
え
面
影
を
残
し
て
い

る
に
せ
よ
（
そ
し
て
作
家
本
人
に
と
っ
て
は
記
憶
の
確
認
作
業
で
あ
っ
た
に
せ
よ
）
一

人
の
人
間
と
一
見
し
て
同
定
で
き
な
い
ほ
ど
隔
た
っ
た
時
間
の
人
物
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ

重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
観
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
で
、

例
え
ば
幼
い
少
年
の
顔
に
大
人
の
男
性
の
顔
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ

の
人
物
の
（
ク
ラ
ウ
ス
い
う
と
こ
ろ
の
）⽛
い
ま
現
在
⽜
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ

な
い
。
む
し
ろ
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
年
齢
の
二
人
の
人
物
が
連
作
全
体
を
通
じ
て
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
で
、
両
者
を
結
び
つ
け
、
ま
た
隔
て
る
時
間
（
の
経
過
）
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
主
題
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、⽛
い
ま
現
在
⽜
で
は
な
く
、⽛
時
間
の
経
過
⽜
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
が
、
ヴ
ィ
デ
オ
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
、
異
な
っ
た
時
間
の
挿
入
・
並
置
に
よ
る
一
定
の
時
空
間
に
お
け
る
自
我
の
排
他
的
囲
い
込
み
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
の
に
対
し
、

今
井
作
品
は
時
間
の
自
己
・
自
我
に
対
す
る
優
位
を
視
覚
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
特
性
は
動
画
で
あ
っ
た
と
し
て
も
変
わ
ら
な
い

だ
ろ
う
。

後
者
の
⽝
時
間
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
⽞
で
、
今
井
は
自
身
を
六
回
に
わ
た
っ
て
撮
影
し
て
い
る
が
、
カ
メ
ラ
の
露
光
時
間
の
設
定
を
そ
れ

ぞ
れ
⽛
一
／
一
〇
〇
〇
秒
⽜⽛
一
秒
⽜⽛
三
〇
秒
⽜⽛
五
〇
〇
秒
⽜⽛
一
八
〇
〇
秒
⽜⽛
三
六
〇
〇
秒
⽜
と
変
更
し
た
。
被
写
体
の
今
井
が
か
け

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 20 ── 21 ─
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た
黒
の
サ
ン
グ
ラ
ス
に
は
カ
メ
ラ
が
映
り
込
む
が
、
露
光
時
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
カ
メ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
今
井
自
身
の
像
全
体
が
ブ

レ
、
輪
郭
を
失
っ
て
い
く
。
本
作
も
ま
た
カ
メ
ラ
を
眼
差
す
自
己
（
作
家
自
身
）
の
観
者
に
よ
る
意
識
化
、
対
象
化
さ
れ
た
自
己
像
の
融

解
と
い
う
点
で
媒
体
は
異
な
る
が
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
論
と
類
似
す
る
が
、
作
品
内
に
露
光
時
間
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
も
判
る
よ
う
に
、
主
題
は
作
家
の
自
己
像
よ
り
も
む
し
ろ
時
間
に
あ
る
。
カ
メ
ラ
の
設
定
に
よ
っ
て
捉
え
方
を
調
整
さ
れ
た
時
間
が
自

己
像
を
も
変
え
て
い
く
。
本
作
が
、⽝
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
⚐
～
20
歳
⽞
と
と
も
に
示
唆
す
る
の
は
、
三
次
元
的
、
空
間
的
自
己
像
に
対
す
る
時

間
の
優
位
性
で
あ
り
（
自
己
像
は
む
し
ろ
時
間
を
視
覚
化
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
）、
自
己
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
像
の
相
貌
を
変
え
得

る
時
間
を
捉
え
る
の
が
カ
メ
ラ
を
通
し
た
フ
ィ
ル
ム
、
ヴ
ィ
デ
オ
テ
ー
プ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⚒
-⚓
、
今
井
の
文
字
を
扱
っ
た
作
品
よ
り

⽛
指
標
論
⽜
の
ク
ラ
ウ
ス
は
、
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
や
バ
ル
ト
、
パ
ー
ス
の
言
語
学
、
記
号
論
に
依
拠
し
つ
つ
、⽛
写
真
⽜
を
言
語
体
系
か
ら
外

れ
た
存
在
と
み
な
し
た
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
⽛
シ
フ
タ
ー
⽜
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
の
対
象
と
の
物
理
的
結

び
つ
き
ゆ
え
に
一
般
的
な
言
語
体
系
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
に
せ
よ
、
な
お
記
号
の
一
種
で
あ
っ
た
。
今
井
作
品
に
よ
っ
て
説
明
す
る
な
ら

ば
、
例
え
ば
一
九
七
八
年
の
⽝
時
間
の
衣
裳
⽞
で
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ
か
ら
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
は
そ
れ
自
体
も
と
の
人
物
の
似
姿

に
す
ぎ
な
い
点
で
⽛
シ
フ
タ
ー
⽜
で
あ
り
、
も
と
の
人
物
の
像
が
感
光
剤
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
そ
の
作
品
は
ま
さ
に
⽛
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
⽜
と
い
い
得
る
。
本
作
で
今
井
は
そ
の
⽛
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
⽜
を
さ
ら
に
も
と
の
人
物
に
貼
り
つ
け
る
こ
と
で
、
写
真
の
⽛
シ

フ
タ
ー
⽜
と
し
て
の
意
味
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
翻
っ
て
も
と
の
人
物
と
平
面
化
さ
れ
た
似
姿
と
の
断
絶
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

今
井
の
芸
術
活
動
に
お
い
て
、
文
字
記
号
は
し
ば
し
ば
写
真
と
類
似
し
た
仕
方
で
扱
わ
れ
る
。⽝
時
間
の
衣
裳
⽞
に
お
け
る
ポ
ラ
ロ
イ
ド

─ 20 ─

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

─ 21 ─



写
真
を
、
文
字
に
置
き
換
え
た
と
も
み
な
さ
れ
得
る
の
が
、⽝
痕
跡
─
レ
タ
ー

ス
ト
ー
ン
に
よ
る
Ｃ
⽞（
一
九
八
六
年
）
で
あ
る
【
図
11
】。
女
性
の
臀
部
に
、

今
井
が
石
を
か
た
ど
っ
て
制
作
し
た
⽛
レ
タ
ー
ス
ト
ー
ン
⽜（
表
面
に
文
字
が
浮

き
彫
り
さ
れ
て
い
る
）
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
同
作

で
は
、
指
示
語
で
は
な
い
に
せ
よ
文
字
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら

は
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
物
質
と
結
合
し
て
い
る
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
シ
ニ
フ
ィ
ア

ン
と
し
て
の
文
字
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
物
体
と
の
恣
意
的
関
係
性
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
記
号
を
身
体
に
刻
印
さ
せ

る
と
い
う
手
法
は
、⽝
時
間
の
衣
裳
⽞と
同
じ
で
あ
る
。
確
認
と
な
る
が
同
作
は
、

今
井
作
品
に
お
け
る
⽛
写
真
⽜
と
⽛
文
字
⽜
が
、
そ
の
痕
跡
的
性
質
に
よ
っ
て

近
接
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
す
作
例
と
い
え
る
。

二
〇
一
六
年
五
─
六
月
、
今
井
祝
雄
は
兵
庫
県
芦
屋
市
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
あ
し
や
シ
ュ
ー
レ
で
個
展
《
Clézio,K
ōi,A
rticle9
／
ク
レ

ジ
オ
、
耕
衣
、
九
条
》
を
開
催
し
た
。
今
井
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
地
元
・
大
阪
の
＋
1art（
ぷ
ら
す
い
ち
あ
ー
と
）
で
も
同
名
の
個
展
を

行
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
会
場
に
も
、
文
字
の
印
刻
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
一
見
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
紙

の
平
面
作
品
が
三
種
展
示
さ
れ
た
（
そ
れ
ぞ
れ
、
文
学
者
の
ル
・
ク
レ
ジ
オ
の
テ
ク
ス
ト
、
俳
人
の
永
田
耕
衣
の
俳
句
、
憲
法
九
条
の
文

章
を
扱
っ
た
連
作
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
字
が
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
さ
れ
た
り
、
重
ね
合
わ
さ
れ
た
り
、
一
部
だ
け

浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
制
作
さ
れ
て
い
る
た
め
、
観
者
が
テ
ク
ス
ト
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
井
は
こ
こ
で
、
通
常
は
読
ま
れ
る
た

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 22 ── 23 ─

【図 11】⽝痕跡─レターストーンによる C⽞
（1986 年、ゼラチンシルバープリント）



め
に
存
在
す
る
文
字
を
、
あ
え
て
読
め
な
い
状
態
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
文
字
や
そ
れ
が
印
字
さ
れ
た
紙
の
物
質
性
を
観
る
者
に
意
識
さ

せ
る
手
法
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
も
先
述
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
共
通
す
る
。

今
井
は
い
ず
れ
の
個
展
で
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。
執
筆
者
が
実
見
し
得
た
あ
し
や
シ
ュ
ー
レ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
裸

体
の
人
物
に
写
真
を
貼
り
つ
け
て
い
っ
た
一
九
七
八
年
の
⽝
時
間
の
衣
裳
⽞
と
同
形
式
で
、
ダ
ン
サ
ー
の
身
体
に
文
字
を
貼
り
つ
け
て
い

く
作
品
だ
っ
た
（
大
阪
の
＋
⚑
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
後
、
文
字
は
会
場
内
に
貼
ら
れ
た
）。
今
井
は
二
〇
一
五
年
、
大
阪
の
印
刷
所

で
長
ら
く
埃
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
打
ち
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
六
〇
年
前
の
活
版
印
刷
機
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
今
井
は
そ
の
活
版
印
刷

機
で
、
憲
法
九
条
の
条
文
を
紙
面
に
重
ね
た
り
、
ず
ら
し
た
り
し
て
印
刷
し
た
り
、
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
を
施
し
た
り
し
て
、
一
連
の
作
品

群
を
制
作
し
た
。
二
〇
一
六
年
の
個
展
で
は
そ
れ
ら
の
平
面
作
品
群
を
公
開
し
た
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
作
っ
た
九
条
一
二
〇
文
字
の
大

き
い
活
字12
を
、
今
井
本
人
が
、
次
い
で
来
場
者
が
一
人
一
人
、
ダ
ン
サ
ー
の
身
体
に
貼
り
つ
け
て
い
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
使
用
し
た
の

で
あ
る
。
会
場
内
に
は
大
き
な
鏡
の
作
品
も
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
文
字
版
を
持
っ
た
参
加
者
は
、
活
字
の
正
像
と
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の

姿
の
反
映
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
経
緯
は
ヴ
ィ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
記
録
・
再
生
さ
れ
た
）。

憲
法
九
条
を
扱
っ
た
本
作
に
、
政
治
的
含
意
を
読
み
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
た
だ
し
今
井
は
、
い
わ
ば
⽛
文
字
遊
び
⽜
の
要
素
を

強
調
し
、
ま
た
、
鏡
に
よ
っ
て
人
物
や
場
面
を
相
対
化
す
る
こ
と
で
、
展
示
が
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
を
周
到
に
避
け
て
い
た

よ
う
に
思
う
。
本
稿
で
は
今
井
が
、
活
版
印
刷
機
に
着
目
し
た
と
い
う
点
を
強
調
し
た
い
。
六
〇
年
前
に
製
造
さ
れ
た
と
い
う
活
版
印
刷

機
は
、
そ
れ
自
体
歴
史
と
記
憶
を
体
現
す
る
機
材
と
い
え
よ
う
。
今
井
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
、
紙
と
金
属
製
の
文
字
を
接ㅡ

触ㅡ

さ
せ
、
文

字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
り
、
逆
に
消
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
時
間
の
⽛
リ
プ
レ
イ
／
プ
レ
イ
⽜
を
行
っ
た
。
金
属
製
の
文
字
板

と
紙
と
の
接
触
、
さ
ら
に
は
ダ
ン
サ
ー
の
身
体
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
文
字
が
物
理
的
痕
跡
を
残
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
散
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ら
ば
っ
た
よ
う
な
文
字
を
身
体
に
刻
印
し
た
⽝
痕
跡
─
レ
タ
ー
ス
ト
ー
ン
に
よ
る
Ｃ
⽞（
一
九
八
六
年
）
を
髣
髴
と
さ
せ
る
個
展
だ
っ

た
。確

認
し
て
お
く
べ
き
は
、
今
井
が
、⽝
痕
跡
─
レ
タ
ー
ス
ト
ー
ン
に
よ
る
Ｃ
⽞
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
六
年
に
公
表
さ
れ
た
一
群
の

文
字
作
品
に
お
い
て
も
、⽛
文
字
遊
び
⽜
の
要
素
を
強
調
し
て
文
字
を
敢
え
て
ば
ら
ば
ら
に
配
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
意
味
を
指
示
す
る
こ

と
を
回
避
し
た
こ
と
で
あ
り
、も
う
一
つ
は
作
家
本
人
を
含
め
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
場
と
時
間
を
共
有
し
た
人
々
が
身
体
的
に
そ
の⽛
文

字
遊
び
⽜
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
憲
法
九
条
作
品
で
六
〇
年
前
の
活
版
印
刷
機
が
使
用
さ
れ
た

こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
過
去
の
時
間
の
再
現
（
体
現
）
と
い
う
要
素
が
加
え
ら
れ
る
。
人
々
は
自
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
疑
似
的
と
は
い
え
金
属
製
の
文
字
板
が
意
味
的
に
孕
む
過
去
の
時
間
の
現
在
に
お
け
る
再
現
、
遂
行
、
あ
る
い

は
出
現
に
介
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
構
造
は
、
フ
ィ
ル
ム
や
ネ
ガ
等
に
印
刻
さ
れ
た
像
と
時
間
を
再
現
す
る
（
デ
ジ
タ
ル

化
以
前
の
）
映
像
の
あ
り
方
と
類
似
す
る
。
そ
こ
で
は
、
意
味
の
伝
達
と
は
異
な
っ
た
、
時
間
の
身
体
化
と
い
う
異
な
っ
た
言
葉
の
あ
り

方
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

⚒
-⚔
、⽝
三
つ
の
見
開
き
⽞⽝
三
つ
の
頁
⽞（
一
九
七
二
年
）
─
ル
・
ク
レ
ジ
オ
の
テ
ク
ス
ト

二
〇
一
六
年
に
あ
し
や
シ
ュ
ー
レ
と
＋
1art（
ぷ
ら
す
い
ち
）
に
出
展
さ
れ
た
三
種
の
平
面
作
品
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
は
、
既
述
の
通
り
、

ル
・
ク
レ
ジ
オ
の
⽝
物
質
的
恍
惚
⽞（
日
本
語
版
）
を
重
ね
刷
り
し
た
⽝
三
つ
の
見
開
き
⽞⽝
三
つ
の
頁
⽞（
一
九
七
二
年
）
だ
っ
た
。
今
井

が
ル
・
ク
レ
ジ
オ
作
品
に
接
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
、
自
身
の
結
婚
時
に
友
人
か
ら
贈
ら
れ
た
の
が
最
初
だ
っ
た
と
い
う13
。
今
井
の
回
想

に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
当
時
の
日
本
の
美
術
界
で
は
ル
・
ク
レ
ジ
オ
に
関
心
を
寄
せ
る
若
い
美
術
家
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て
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ル
・
ク
レ
ジ
オ
の
作
品
群
を
網
羅
し
、
ま
た
、
も
の
派
を
は
じ
め
一
九
六
〇
年
年
代
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
の
現
代
美
術
界
の
動

向
と
の
関
係
を
包
括
的
に
論
じ
る
こ
と
は
本
稿
の
域
を
超
え
る
が
、
少
な
く
と
も
今
井
が
自
作
の
素
材
に
取
り
上
げ
た
⽝
物
質
的
恍
惚
⽞14

に
は
、
た
し
か
に
も
の
派
に
通
じ
る
世
界
観
が
看
取
さ
れ
る
。
個
別
の
⽛
わ
た
し
⽜
が
生
じ
る
前
に
存
在
し
、
無
数
の
⽛
わ
た
し
⽜
と
と

も
に
あ
り
、
そ
し
て
⽛
わ
た
し
⽜
が
消
滅
し
た
後
も
存
続
す
る
混
沌
と
し
た
虚
無
の
世
界
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
生
命
を
持
っ
た
人
間
に

は
到
達
不
可
能
な
、
物
質
が
体
現
す
る
絶
対
的
世
界
の
示
唆
は
、
そ
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。⽝
物
質
的
恍
惚
⽞
で
は
、
作
者
の
ル
・
ク
レ
ジ

オ
が
文
学
者
で
あ
る
た
め
か
、
言
葉
の
体
系
的
な
あ
り
方
は
と
き
に
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
即
興
的
に
言
葉
を
発
す
る
こ
と
、

文
字
を
書
く
こ
と
は
、
人
間
が
絶
対
的
世
界
に
接
触
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
い
わ
ば
⽛
希
望
的
⽜
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
ク
レ
ジ
オ
は
書
く
。⽛
…
言
葉
は
原
始
的
小
動
物
、
原
生
動
物

プ
ロ
ト
ゾ
エ
ー
ル

さ
な
が
ら
で
あ
る
。
…
こ
の
言
語
、
基
礎
的
で
、
真
正
な
こ
の

言
語
を
こ
そ
、
ぼ
く
は
語
り
た
い
の
だ
。
か
く
も
死
の
近
く
に
あ
る
と
き
こ
そ
、
そ
れ
ら
の
言
語
は
深
く
生
命
の
中
に
あ
る
の
だ
。⽜15
（
豊

崎
光
一
訳
）
他
方
、
同
書
邦
訳
版
の
表
紙
を
飾
っ
た
高
松
次
郎
は
、
現
在
を
未
来
の
胚
胎
と
見
る
時
間
論
を
展
開
し
つ
つ
、
言
葉
に
集
約

さ
れ
る
人
間
の
生
み
出
し
た
記
号
と
事
物
（
物
質
）
と
を
精
緻
に
区
別
し
、
そ
の
接
合
点
を
探
っ
た16
。
も
の
派
の
理
論
的
支
柱
と
さ
れ
る

李
禹
煥
が
、
人
間
の
生
み
出
し
た
記
号
や
尺
度
に
対
し
て
、
事
物
（
特
に
自
然
物
）
を
対
置
さ
せ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
る17
。
ク
レ
ジ
オ
に

あ
っ
て
世
界
と
の
接
触
を
意
味
し
得
る
言
葉
は
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
も
の
派
や
そ
の
周
辺
の
作
家
た
ち
に
と
っ
て
、
あ
く
ま
で
人
為
的

記
号
と
し
て
物
質
世
界
と
対
置
さ
れ
る
位
置
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
執
筆
者
は
現
段
階
で
そ
う
考
え
て
い
る
。

再
び
ク
ラ
ウ
ス
に
戻
る
な
ら
ば
、
彼
女
が
そ
の
⽛
指
標
論
⽜
で
前
提
と
し
た
の
は
、⽛
写
真
⽜
が
、
現
実
の
三
次
元
に
空
間
的
、
物
質
的

に
存
在
す
る
対
象
の
痕
跡
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
稿
は
こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
今
井
の
場

合
、
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
、
そ
し
て
文
字
を
扱
っ
た
作
品
群
が
、
物
理
的
⽛
痕
跡
⽜
へ
の
明
ら
か
な
執
着
を
示
し
つ
つ
も
、
空
間
的
、
物
質
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的
存
在
を
そ
の
真
の
指
示
対
象
と
し
て
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
今
井
の
⽛
痕
跡
⽜
は
、
具
体
的
、
物
質
的
に
存
在
す
る

指
示
対
象
を
経
由
し
て
、
逃
れ
去
る
時
間
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
モ
ノ
の
痕
跡
で
あ
る
と
同
時
に
、
時
間
の
痕
跡
な
の
で
あ
る
。

本
稿
が
今
井
の
ル
・
ク
レ
ジ
オ
作
品
に
着
目
し
た
の
は
、⽝
レ
タ
ー
ス
ト
ー
ン
⽞
シ
リ
ー
ズ
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
石
に
浮
彫
り
し
、
言
葉

の
身
体
的
遊
び
に
興
じ
て
き
た
今
井
が
、
い
わ
ば
⽛
言
葉
と
も
の
⽜
を
截
然
と
区
別
し
た
上
で
両
者
の
関
係
性
を
問
う
と
い
う
よ
り
は
、

言
葉
を
物
質
的
世
界
と
対
置
さ
せ
な
い
⽝
物
質
的
恍
惚
⽞
の
世
界
観
に
よ
り
近
し
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
し
、
今
井
の
世

界
観
は
お
そ
ら
く
ク
レ
ジ
オ
よ
り
は
る
か
に
流
動
的
な
も
の
と
は
い
え
よ
う
）。⽝
三
つ
の
頁
⽞⽝
三
つ
の
見
開
き
⽞
で
今
井
が
ク
レ
ジ
オ
の

テ
ク
ス
ト
を
読
め
な
い
状
態
で
提
示
し
た
の
は
、
ク
レ
ジ
オ
的
な
、
原
初
的
世
界
に
近
接
し
た
言
葉
の
あ
り
方
を
視
覚
化
し
た
た
め
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
と
き
重
要
な
の
は
、
人
間
が
生
き
る
世
界
が
、
現
実
の
三
次
元
世
界
に
静
的
に
存
在
す
る
世
界
で
は
な
く
、

流
動
と
変
転
、
時
間
を
含
む
世
界
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
時
間
を
⽛
わ
た
し
⽜
の
安
定
化
・
不
安
定
化
の
要
素
と
し
て
論

じ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
論
と
は
全
く
異
な
っ
た
世
界
観
、
時
間
観
が
あ
る
。⽛
わ
た
し
⽜
が
根
源
的
に
変
転
を
免
れ
得
ず
、
時

間
に
よ
っ
て
消
滅
し
、⽛
わ
た
し
⽜
で
は
な
い
何
も
の
か
に
す
ら
変
わ
り
得
る
存
在
と
捉
え
ら
れ
た
と
き
、
い
い
か
え
れ
ば
、
固
定
し
た
自

画
像
と
し
て
の
⽛
わ
た
し
⽜
に
世
界
と
時
間
を
優
先
さ
せ
た
と
き
、⽛
わ
た
し
⽜
と
い
う
転
換
子
は
、
そ
の
都
度
新
た
に
空
間
的
な
自
己
像

を
残
し
、
新
た
な
痕
跡
に
出
会
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
転
換
子
に
と
ど
ま
ら
ず
、
言
葉
そ
れ
自
体
も
変
化
の
中

で
即
興
的
に
生
み
出
さ
れ
て
い
く
と
き
、
世
界
と
⽛
わ
た
し
⽜
と
を
刹
那
的
に
せ
よ
結
び
つ
け
得
る
媒
体
と
し
て
働
き
得
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
と
き
、
今
井
作
品
に
お
け
る
言
葉
と
痕
跡
と
し
て
の
写
真
と
の
接
近
が
説
明
で
き
る
。
写
真
の
連
続
体

と
し
て
の
動
画
映
像
と
の
接
近
を
も
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

今
井
の
⽝
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
⚐
～
20
歳
⽞（
一
九
七
六
年
）
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
異
な
っ
た
時
間
の
共
存
に
よ
る
自
己
の
動
揺
で
は
な
く
、

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て
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異
な
っ
た
⽛
わ
た
し
⽜（
痕
跡
）
を
認
識
す
る
こ
と
で
意
識
さ
れ
る
時
間
の
経
過
を
強
調
し
た
作
例
だ
っ
た
。⽝
時
間
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
⽞

（
一
九
七
九
年
）
で
自
己
像
は
融
解
す
る
が
、
そ
こ
で
自
己
を
含
む
環
境
の
像
を
変
え
て
い
く
の
も
、
時
間
で
あ
る
。⽝
時
間
の
衣
裳
⽞（
一

九
七
八
年
）
で
、
今
井
は
、
痕
跡
を
生
む
時
間
を
視
覚
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
例
は
、
た
し
か
に
先
行
す
る
空
間
的
、
物
理
的
対
象
の
痕

跡
と
い
う
側
面
を
有
し
つ
つ
も
、
そ
の
痕
跡
が
時
間
そ
れ
自
体
の
物
象
化
で
も
あ
る
と
い
う
特
異
性
を
有
し
て
い
る
。
今
井
の
作
品
に
お

い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
時
間
が
人
間
に
優
先
す
る
。
今
井
作
品
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
通
常
は
無
意
識
に
従
っ
て
い

る
時
間
、
世
界
を
わ
れ
わ
れ
に
身
体
的
に
知
覚
さ
せ
る
た
め
の
媒
体
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

今
井
は
、
具
体
美
術
協
会
時
代
の
白
の
ラ
バ
ー
作
品
か
ら
、
本
稿
で
扱
っ
た
映
像
メ
デ
ィ
ア
作
品
を
含
め
、
物
理
的
接
触
に
こ
だ
わ
る

作
家
と
い
え
る
。
し
か
し
、
接
触
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
物
質
そ
れ
自
体
へ
の
執
着
を
意
味
し
な
い
。
二
〇
一
六
年
に

執
筆
者
が
今
井
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
し
た
と
き
、
ア
ト
リ
エ
に
木
枠
作
品
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
こ
の
作
品
は

示
唆
的
で
あ
る
。
今
井
は
、
本
稿
で
扱
っ
た
映
像
メ
デ
ィ
ア
や
文
字
を
用
い
た
作
品
群
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
意
味
や
映
像
自
体
を
重

視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
作
品
の
一
部
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。）。
一
見
、
絵
画
や
映
画
と
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
の
物
理
的
支
持
体
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
見
え
る
今
井
だ
が
、
実
際
に
は
物
理
的
接
触
以
上
に
、
知
覚
さ
れ
得
な
い
存
在
と

の
接
点
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
─
木
枠
の
場
合
、
枠
は
空
虚
と
接
し
て
い
る
─
と
思
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
今
井
の
関
心
が
、
例
え

か
た
ち
を
変
え
な
が
ら
も
継
続
し
て
き
た
と
す
れ
ば
、
一
九
六
〇
─
一
九
八
〇
年
代
の
作
家
が
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
扱
っ
た
の
も
、
単
に
そ
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れ
ら
が
何
ら
か
の
物
理
的
対
象
を
映
し
出
し
て
い
る
た
め
で
は
な
く
、
像
の
記
録
と
再
現
と
い
う
空
間
性
を
と
も
な
っ
て
、
よ
り
非
知
覚

的
な
時
間
が
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
作
家
自
身
を
含
め
人
が
時
間
の
流
れ
に
身
体
的
に
関
与
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
得
る
媒
体
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
本
稿
で
は
、
今
井
の
文
字
作
品
が
、
や
は
り
時
間
の
痕
跡
と
し
て

の
特
性
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
に
は
、
人
為
的
記
号
と
物
質
的
世
界
と
を
截
然
と
区
別
し
た
上
で
そ
れ
ら
の
関
係
を
問
う
、
も

の
派
的
な
理
解
と
は
異
な
っ
た
、⽛
写
真
⽜
的
な
文
字
理
解
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
五
年
に
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
《
Re:play
1972/2015
─
⼦映
像
表
現
ʼ72
⽜
展
、
再
演
》
は
、
一
九
七
〇
年
代
関
西
に
お
け
る
映
像
表
現
の
造
形
性
を
確
認
し
得
た

貴
重
な
展
覧
会
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
井
の
よ
う
に
主
体
と
客
体
と
の
空
間
的
関
係
性
を
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
が
示
し
た
時
間
を
主
題
化
す

る
こ
と
で
克
服
し
得
た
と
い
い
得
る
作
家
は
他
に
も
い
た
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
な
展
示
で
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
さ

ら
に
調
査
を
進
め
、
こ
の
時
期
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
が
各
作
家
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

注
⚑

阪
本
裕
文
⽛
初
期
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
批
評
性
⽜
カ
タ
ロ
グ
《
ヴ
ァ
イ
タ
ル
・
シ
グ
ナ
ル
─
日
本
の
初
期
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
》
Electronic

A
rts
Interm
ix:N
ew
Y
ork,2010,pp.15-37.

⚒

今
井
作
品
と
カ
ス
テ
ラ
ー
ニ
作
品
の
類
似
は
既
に
多
く
の
評
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
具
体
美
術
協
会
を
は
じ
め
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
美
術

研
究
で
知
ら
れ
る
由
本
み
ど
り
に
よ
れ
ば
、
今
井
の
師
、
吉
原
治
良
も
一
九
六
六
年
に
そ
の
類
似
を
指
摘
し
た
と
い
う
。
由
本
み
ど
り
⽛
白
い
抽
象
を
追
い

求
め
て
─
今
井
祝
雄
と
⚑
⚙
⚖
⚐
年
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ー
ト
⽜
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
⽝
今
井
祝
雄
─
具
体
と
そ
の
後
⽞
ア
ー
ト
コ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
：

大
阪
、
二
〇
一
四
年
、
三
九
─
四
一
頁
（
日
本
語
）。

⚓

大
日
方
欣
一
⽛
時
間
の
厚
み
─
今
井
祝
雄
の
軌
跡
⽜（
今
井
祝
雄
／
大
日
方
欣
一
⽝
タ
イ
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
⽞
水
声
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
─
三
頁
）
な
お
、

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て
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一
般
的
に
⽛
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
⽜
は
動
画
を
扱
う
点
で
静
止
画
で
あ
る
写
真
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
大
日
方
欣
一
は
同
書
で
今
井
の
静
止
画
作
品
も
⽛
映
像

メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
⽜
作
品
と
し
て
動
画
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
作
品
と
同
列
で
扱
っ
て
い
る
。
大
日
方
も
示
唆
す
る
よ
う
に
、
今
井
は
特
に

特
定
の
媒
体
に
こ
だ
わ
る
作
家
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
括
り
が
有
用
と
考
え
、
執
筆
者
も
こ
の
分
類
に
従
う
。

⚔

こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
今
井
自
身
、
テ
レ
ビ
放
送
を
フ
ィ
ル
ム
で
は
な
く
す
べ
て
ヴ
ィ
デ
オ
で
撮
影
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
八
三
～
一
九
八

四
年
前
夜
が
、
現
代
美
術
界
に
お
け
る
ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
の
⽛
青
春
時
代
⽜
で
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
今
井
祝
雄
⽝
白
か
ら
は
じ
ま
る
─
私
の
美
術
ノ
ー

ト
⽞
ブ
レ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
七
─
一
一
八
頁
。

⚕

今
井
祝
雄
⽛
映
像
の
化
石
⽜（
一
九
八
〇
年
）
前
掲
書
、
一
五
九
頁
。

⚖

今
井
祝
雄
⽛
ぼ
く
は
そ
れ
を
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
名
づ
け
た
⽜（
一
九
八
一
年
）、
前
掲
書
、
八
七
頁
。

⚗
⽛
巻
物
⽜⽛
時
間
の
帯
⽜⽛
時
間
の
巻
尺
⽜
と
い
っ
た
表
現
は
、
い
ず
れ
も
前
掲
文
（
一
九
八
一
年
）
中
で
今
井
が
使
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

⚘

執
筆
者
に
よ
る
今
井
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
の
回
想
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
七
日
）。

⚙

Rosalind
E.K
rauss,“N
otes
on
the
Index:Part2,”in:T
he
O
riginality
ofthe
A
vant-G
arde
and
O
ther
M
odernistM
yths,T
he
M
IT
Press:

Cam
bridge,M
assachusetts/London,England,1986(paperback)/1985,pp.210-219.［
邦
訳
書
：
小
西
信
之
訳
⽝
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
反
復
⽞
リ
ブ

ロ
ポ
ー
ト
：
東
京
、
一
九
九
四
年
］

10

Rosalind
K
rauss,“V
ideo:T
heA
estheticsofN
arcissism
,”O
ctober,no.1(Spring
1976)pp.50-64.［
邦
訳
：
石
岡
良
治
⽛
ヴ
ィ
デ
オ
：
ナ
ル
シ
シ
ズ

ム
の
美
学
⽜
カ
タ
ロ
グ
《
ヴ
ィ
デ
オ
を
待
ち
な
が
ら
：
映
像
、
六
〇
年
代
か
ら
今
日
へ
》
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
四
―
二
〇
五
頁
。］

＊
本
稿
で
は
、
tem
porality
に
同
訳
が
採
用
し
た
⽛
時
間
性
⽜
の
訳
語
を
用
い
ず
、⽛
一
時
性
⽜
の
訳
語
を
用
い
る
。

11

今
井
祝
雄
⽛
写
真
の
な
か
の
私
⽜（
一
九
八
五
年
）、
前
掲
書
、
一
〇
九
頁
。

12

活
版
印
刷
機
の
文
字
板
は
、
残
っ
て
い
た
分
だ
け
で
は
憲
法
九
条
を
構
成
す
る
文
字
数
に
足
り
な
か
っ
た
た
め
新
し
く
版
を
つ
く
り
直
し
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
用
の
大
文
字
は
、
今
井
が
同
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
用
に
特
注
し
た
も
の
。

13

執
筆
者
に
よ
る
今
井
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
七
日
）。
た
だ
し
今
井
が
友
人
か
ら
贈
ら
れ
た
書
籍
は
ル
・
ク
レ
ジ
オ
だ
け
で

は
な
か
っ
た
（
今
井
は
他
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ソ
レ
ル
ス
を
挙
げ
て
い
る
）。

14

執
筆
者
が
参
照
し
た
の
は
以
下
の
版
で
あ
る
。
ル
・
ク
レ
ジ
オ
著
、
豊
崎
光
一
訳
⽝
物
質
的
恍
惚
⽞
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
。
今
井
が
友
人
か
ら
贈
ら
れ
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北
大
文
学
研
究
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紀
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た
の
は
、
今
井
の
⽛
高
松
次
郎
が
表
紙
を
飾
っ
て
い
た
⽜
と
の
発
言
か
ら
、
こ
の
文
庫
版
の
も
と
と
な
っ
た
新
潮
社
版
（
一
九
七
〇
年
刊
）
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

15

前
掲
書
（⽝
物
質
的
恍
惚
⽞）、
四
八
頁
。

16

一
例
と
し
て
、
言
語
記
号
に
は
矛
盾
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
事
物
に
矛
盾
が
存
在
し
な
い
事
態
を
説
い
た
⽛
絶
対
的
矛
盾
の
一
つ
の
偉
大
な
塊
⽜
を

挙
げ
よ
う
（
高
松
次
郎
⽝
世
界
拡
大
計
画
⽞
水
声
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
二
三
─
二
二
六
頁
。

17

ゴ
ム
製
の
定
規
に
石
を
置
い
た
、
李
禹
煥
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
⽝
関
係
項
⽞（
原
題
：⽝
現
象
と
知
覚
Ａ
⽞）（
一
九
六
九
年
）
を
例
と
し
て
挙
げ
よ

う
。

今
井
祝
雄
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
作
品
群
に
つ
い
て

─ 30 ─


